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＊この研究集会は、上の科学研究費研究の成果の総括と報告を目的としたものです。 

        

コーディネータ―: 

藤原正範（日本福祉大学ソーシャルインクルージョン研究センター） 

刑事裁判で多くの依存症の人が

裁かれています。依存症の人には

「これにて一件落着」はありません。

克服には、本人の頑張りだけでな

く、社会の中にさまざまな資源が必

要です。裁判がどうあるべきか、判

決結果を本人だけでなく社会がどう

受け止めるかが重要です。 
 

参加費不要 



 

 

 


